


　
「
あ
ま
か
ら
手
帖
」
は
長
期
間
に
渡
っ
て
、
関
西
の

「
食
」
シ
ー
ン
を
見
つ
め
、
た
く
さ
ん
の
読
者
の
支
持

を
受
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
関
西
は
昔
な
が
ら
食
通
が
多
い
土
地
柄
で
す
。
『
こ

だ
わ
り
』
の
食
情
報
ば
か
り
を
厳
選
し
て
、
本
誌
は
紹

介
し
て
い
ま
す
。
そ
の
選
択
の
決
定
に
は
相
当
な
時
間

を
要
し
ま
す
。
時
に
は
何
カ
月
に
も
わ
た
る
ほ
ど
で

す
。
な
ぜ
な
ら
例
え
ば
お
店
の
紹
介
で
あ
れ
ば
、
編
集

者
と
協
力
者
が
複
数
名
で
下
見
取
材
を
行
い
（
場
合
に

よ
っ
て
は
何
回
も
お
店
に
う
か
が
い
ま
す
）
、
総
合
的

な
確
信
を
も
と
に
掲
載
が
決
定
さ
れ
る
か
ら
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
お
店
に
は
、
独
自
の
『
こ
だ
わ
り
』
が
あ
り

ま
す
。
お
店
の
特
質
を
正
確
に
伝
え
る
た
め
に
、
そ
し

て
店
主
の
想
い
へ
真
剣
に
応
え
る
た
め
に
、
「
あ
ま
か

ら
手
帖
」
も
し
っ
か
り
と
『
こ
だ
わ
り
』
を
持
っ
て
、

編
集
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
『
食
』
は
生
活
の
中
で
ひ
と
の
生
命
と
健
康
を
守

る
、
も
っ
と
も
大
切
な
テ
ー
マ
で
す
。
人
々
の
ニ
ー
ズ

が
多
様
化
の
一
途
を
た
ど
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
向
が
い

ろ
い
ろ
な
方
角
へ
飛
ぼ
う
と
し
て
も
、
こ
の
テ
ー
マ
は

不
変
で
す
。
ま
た
、
食
を
め
ぐ
る
愉
し
さ
、
面
白
さ
は

無
限
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
足
を
運
び
た
く
な

る
上
質
の
店
を
紹
介
す
る
た
め
に
。
食
に
ま
つ
わ
る
知

的
欲
求
に
応
え
る
た
め
に
。
そ
し
て
何
よ
り
、
み
な
さ

ん
の
食
シ
ー
ン
が
、
さ
ら
に
元
気
に
な
る
よ
う
に
。
読

者
の
豊
か
な
食
生
活
を
応
援
す
る
『
こ
だ
わ
り
』
の
食

マ
ガ
ジ
ン
、
そ
れ
が
「
あ
ま
か
ら
手
帖
」
で
す
。



「
あ
ま
か
ら
手
帖
」の
読
者
は
、

「
食
」に
深
い
関
心
を
持
つ
女
性
と
男
性
に
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、食
べ
歩
き
や
食
材
選
び
、

 

ク
ッ
キ
ン
グ
に
つ
い
て
周
囲
の
人
た
ち
か
ら
頼
り
に
さ
れ
る
、

 

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
的
な
存
在
の
人
た
ち
で
す
。

おいしいお店を、いち早く知りたい！

特集ページでは、料理ジャンル、エリアなど各号のテーマに
即して、上質なお店だけをピックアップしています。その内
容密度の濃さ、情報の正確さから、読者のみならず、プロの
料理人の購読者が多いことも本誌の特徴のひとつです。

最新の「食」にまつわるネタを識りたい！

お酒や調味料、輸入食材などの最新の話題、便利なキッチン
ツール、日々変化する情報を確かな目で選んで提供してい
ます。デパート、ホテル、流通などの状況から見えてくる、ト
レンドもしっかり網羅しています。

プロのような技を、家庭でもやってみたい！

家庭で役に立つ基本の料理から、プロに学ぶアイデア料理
まで。レシピはもとより、料理法、庖丁技、味付けの秘訣、盛
りつけのテクニック、テーブルコーディネートなど、多角的
に料理をとらえ、やさしくわかりやすく紹介しています。

“上質感”をモットーとする、誌面作り

本誌の多くのファンは、探求心、知識欲が旺盛で、上質感、こ
だわりの情報を求めています。それに応えるために、レイア
ウトはすっきり読みやすく、写真・イラストも細部に目を届
かせる、きめ細かい編集を行っています。

●ほかにも……

おいしいものを求めて全国へと足を運ぶ紀行文「味の道行き」、あ
る町・街の特質を浮き彫りにする「街探訪」、全国の名物をピック
アップする「取り寄せ帖」など、読者の食への関心に応えられる
ページが満載。著名人の巻頭エッセイ、美しい器や料理人による料
理法紹介など、内容は多彩です。読者からの情報、アイデアを反映
させるべく、本誌誌面、並びに本誌サイトを使ったモニター制度な
ど、双方向の編集に向けたシステム作りにも取り組んでいます。



その他の特徴として

● 外食時、一度に5000円以上かける割合が高い。
● 大きな旅行として、年2回以上出掛ける。
● 年収は1000万円以上の方が多い。
● 併読誌は「家庭画報」「サライ」「danchu」など。 といった結果から、

30代→「食」への欲  40代→「食」への興味  50代以上→「食」への投資

年齢層

女性

20歳～

25歳～

30歳～

35歳～

40歳～

45歳～

50歳～

55歳～

60歳～

年齢層

男性

20歳～

25歳～

30歳～

35歳～

40歳～

45歳～

50歳～

55歳～

60歳～

Ｑ.あなたの買った「あまから手帖」に何人、目を通しましたか？

一冊の本誌を何人も読む。
世代、性別を超えて「共通の興味」を惹く雑誌。

半数を超える人が3年以上
も保存しています。これは
単純な情報誌と異なる、内
容の上質さ、保存版として
の価値の高さの裏打ちとも
言えます。

Ｑ.「あまから手帖」をどのくらい、 手元に残しておきますか。

毎号が保存版。データベースとして活用できる
質の高い情報内容。

夫婦、親子、兄弟姉妹など家
族間での回し読み、主婦・OL
同士の友人としての回覧、
また、喫茶店・飲食店などの
定期購読などから、高い回
読率が保たれています。

自分だけ
38％

2人
27％

3人
11％

4人
5％

5人以上

19％

1カ月  2％

2、3カ月  6％

半年  5％

3年以上

54％

1年
11％

2年
22％

※データはすべて「2006年6月あまから手帖読者アンケート」より

性別

男性
43％

女性
57％

自営業
21％

会社員・
契約社員など
26％

兼業主婦
18％

専業主婦
20％

病院・歯科医院
経営者8％

学生・その他7％

会社経営者の比重が高い
会社経営者の購読比率が非常に高いことが
データに現れています。業界のトップラン
ナーとしてのプライドを刺激する「食」、特
にお店情報。その「ネタ帳」として、本誌を活
用している状況が浮き彫りとなります。

「食」関連の職業に就いている人が多い
飲食店経営者、もしくはその奥様、食品メーカーのサ
ラリーマン・ＯＬ、パートで飲食関連に就いている人
など、「食」にまつわる仕事にかかわる人が多いのが
特徴です。同業者の動き、業界のムーブメントなど、
本誌から情報収集を行っていると思われます。

医療関係者が継続購読
定期購読者のリストに「～病院」「～医
院」という名義が多く並びます。本人た
ちが楽しむのはもちろんのこと、安心し
て読める雑誌として、読後そのまま待合
室などに並べる例が多いようです。

計27％



● 

レ
ス
ト
ラ
ン
　
割
烹
　
料
亭
　
各
国
料
理
店
　
各
種
専
門
料
理
店

● 

ビ
ー
ル
　
日
本
酒
・
焼
酎
　
ウ
イ
ス
キ
ー
　
ワ
イ
ン
　

　
お
茶
　
清
涼
飲
料
　
水
　
な
ど
の
各
メ
ー
カ
ー
及
び
販
売
店

● 

乳
製
品
　
水
産
加
工
品
　
漬
物
　
菓
子
　
レ
ト
ル
ト
食
品
　
冷
凍
食
品

　
即
席
麺
　
弁
当
　
総
菜
　
缶
詰
　
嗜
好
品

　
な
ど
の
各
メ
ー
カ
ー
及
び
販
売
店

● 

ホ
テ
ル
　
旅
館
　
ペ
ン
シ
ョ
ン
　
民
宿
　
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
　
な
ど

● 

電
鉄
　
航
空
　
バ
ス
　
レ
ン
タ
カ
ー
　
マ
イ
カ
ー

　
空
港
　
駅
ビ
ル
　
道
の
駅

● 

旅
行
代
理
店
　
外
国
政
府
観
光
局
　
各
市
町
村
観
光
課
　
温
泉

● 

デ
パ
ー
ト
　
ス
ー
パ
ー
　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

● 

日
用
雑
貨

● 

テ
ー
ブ
ル
ウ
ェ
ア
　
陶
磁
器
　
茶
道
具

● 

ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
　
ス
ポ
ー
ツ
用
品

● 

通
信
販
売
　
宅
配
便

● 

調
理
器
具
　
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
・
台
所
家
具
　

● 

肉
　
魚
介
　
野
菜
・
果
物
　
米
　
パ
ン
　
麺
　
粉

● 

調
味
料
　
香
辛
料
　
油

● 

ラ
ッ
プ
　
ペ
ー
パ
ー
　
透
明
バ
ッ
グ

● 

料
理
学
校
　
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
　
映
画
　
書
籍
・
雑
誌

● 

健
康
食
品
　
健
康
飲
料
　
医
薬
品
　
漢
方
製
品

● 

金
融
機
関
　
● 

保
険
　
● 

郵
政
公
社
　
● 

行
政
機
関

● 

業
務
用
厨
房
機
器
　
● 

店
舗
設
計
　
● 

住
宅
　
● 

ペ
ッ
ト
フ
ー
ド

様
々
な
ラ
イ
フ
シ
ー
ン
へ
の
広
告
展
開
が
可
能
で
す
。

　
食
べ
る
、飲
む
、遊
ぶ
、旅
す
る
、買
う
、作
る
、

知
る
、そ
し
て
健
康
…
。『
食
』を
取
り
巻
く
環
境

は
変
化
を
続
け
、読
者
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
も
激

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

て
情
報
、そ
し
て
、商
品
そ
の
も
の
が
簡
単
に
手

に
入
る
時
代
で
す
。

　
し
か
し
ま
だ
ま
だ
、様
々
な
読
者
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
、ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
ア
ピ
ー
ル
で
き
れ

ば
、そ
の
広
告
効
果
は
強
大
な
も
の
で
す
。生
活

の
基
本
に
位
置
し
、嗜
好
の
最
た
る
も
の
で
あ
る

『
食
』は
、読
者
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

す
る
モ
チ
ー
フ
と
し
て
、最
適
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
あ
ま
か
ら
手
帖
は
、ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
要
望
に

確
実
に
呼
応
し
て
、的
確
に
読
者
へ
の
広
告
訴
求

が
で
き
ま
す
。



　『
食
』を
テ
ー
マ
に
刊
行
さ
れ
る
あ
ま
か
ら
手
帖
。大
手
企
業
を
は
じ
め
、幅
広
い
表
現

方
法
、フ
ォ
ル
ム
で
広
告
を
展
開
し
て
い
ま
す
。新
製
品
紹
介
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
紹
介
な

ど
の
純
広
は
も
ち
ろ
ん
、企
画
性
が
高
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
タ
イ
ア
ッ
プ
広
告
に
も
、た
く

さ
ん
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら
支
持
を
受
け
て
き
ま
し
た
。さ
ら
に
、タ
イ
ア
ッ
プ
と
純
広

を
組
み
合
わ
せ
て
、両
面
か
ら
読
者
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
企
画
も
好
評
で
す
。

　『
食
』、文
化
、ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
深
い
興
味
を
持
つ
読
者
が
自
慢
の
本
誌
。そ
ん
な

読
者
層
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
広
告
を
、出
校
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

阪急百貨店様

あまから手帖と阪急様の共同催事企画で、店舗取
材のタイアップ記事広告と、告知純広の組合せ。当
日はお客様が多数来場し、大成功を収めました。

山田養蜂場様

確実に購買層を獲得できる、通販広
告にも定評があります。

三重県・三重県観光連盟様

企業はもちろん、行政、協会のイベン
ト、キャンペーン告知にも力を発揮
します。

JTB様

シンガポールを巡る旅のレポート
と、シンガポールのツアー案内のコ
ンビネーション。

薩摩酒造様

商品イメージを前面に打ち出した純
広で、読者への購買意欲を喚起しま
す。

日清オイリオ様



ヒガシマル様
グリコ様

著名な料理人、料理研究家より、オリ
ジナルのレシピをいただき、料理制
作。あまから手帖ならではの、タイア

サントリー様

ページ数を増やすと、きめ細やかな
商品解説が可能となり、読者への訴
求度も高まります。

宝酒造様

お店で実際に現場取材を行い、ご主
人の言葉で広告対象との相性を訴え
る。商品特性がはっきり見えると、好
評です。

日清フーズ様

商品に合わせたイベントの模様をレ
ポートする、本誌独自のキャンペー
ンを行うなど、企画性の高い総合広
告も制作できます。

ヒルトンプラザ様

多数お店が集まる集合エリアでは、
連合広告が効果的です。






